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教室のお知らせ

教室報告

打楽器体験教室を開催しています！

バドミントン教室

こども水泳教室
　猛暑が続いていた中で、8月21日から30日まで水・木・金曜日の
全6回の、小学生を対象とした『こども水泳教室』が開催されまし
た。
　参加者が16名（身体7名・知的9名）で、「水を楽しもうコース」で
はマンツーマン指導を行い、「泳げるように頑張ろうコース」「もっ
と泳げるように頑張ろうコース」ではグループ指導を行いました。
　一生懸命に練習し、少しでも泳げるようになった時の嬉しそう
な笑顔が最も印象的で、参加者から「また参加したい！」「もっと上
手になりたい！」との声もいただきました。来年の夏はさらにレベ
ルアップしたみんなと会えるのを楽しみにしています。（岡野）

　プロ打楽器奏者の山
やました

下久
ひ さ き

樹さんを講師に招き、「コンガ」や
「ジャンベ」などの世界の打楽器に触れながら様々なリズムで合奏
することを目的とした打楽器教室を、8月から毎月2回（全8回
コース）開催しています。
　打楽器は誰でも気軽に演奏できるのが特徴で、音楽やリズム感
に自信のない方も安心してご参加いただけます。全員で合奏すれ
ば、今まで体験したことのない不思議なリズムが湧き出てくるで
しょう。
　音楽療法としても注目される打楽器を是非一度ご体験くださ
い。（大滝）

　6月～7月にかけ4回コースでバドミント
ン教室を開催しました。知的障害の参加者
が多く、ことばよりも実際にやって見せる
ということを意識して指導を行いました。
基本的な動作から始め、最終的には試合を
楽しむまで成長しました。
　少ない参加者ながらも活気の溢

あふ

れる楽
しい教室となりました。（小柳）
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新潟県聴覚障害者
情報センター 情報センターだより

こども水泳教室

日にち 内　　容 場　　所
11／９（土） 自宅で出来る介護技術セミナー 新潟ふれ愛プラザ

11／16(土)～11／24(日) 視聴会・ふれ愛の集い～ふれ愛シアター～ 新潟ふれ愛プラザ
12／12（木） ステップアップ手話講座② 新潟ふれ愛プラザ
12／21（土） 手話の茶の間② 新潟ふれ愛プラザ

その他の事業

※各種事業の詳細は、開催日の約１ヶ月前より館内掲示・ホームページ等でご案内します。

初任者研修　体験研修を通して 新潟聾学校と長岡聾学校から新任教諭が研修に
来られました。

事業のご案内

日　　時　平成25年10月19日（土）　13：30～15：30
講　　師　滝

たきぐち
口　美

み わ
和　氏　（聴導犬ユーザー）

会　　場　新潟ふれ愛プラザ　２階　会議室
参 加 費　無料
対 象 者　�どなたでもご参加いただけます。
情報保障　手話・要約筆記が付きます。
そ の 他　�詳細につきまして

は、情報センター
ホームページをご
覧ください。

聴導犬の役割講演会～聴
ちょうどうけん

導犬を知ろう～
聴導犬は、タッチをするなど色々な動作を使って耳の不自
由な方に音を知らせて生活をサポートします。赤ちゃんの
泣き声、FAXの呼出音、ドアのチャイム、目覚まし時計
の音等々、生活をしていく上で必要な様々な音を覚えます。
離れた所で音がした場合でもユーザーの所まで行ってそれ
を教え、音源まで誘導します。
又、警報機の音を知らせるなどユーザーの安全を守る仕事
もします。家の外では、窓口での順番待ちの時に鈴を鳴ら
してもらい名前が呼ばれた事を知らせる仕事などがありま
す。音が聞こえない事からくる不安を軽減し、耳の不自由
な人の快適で安全な生活を支えるのが聴導犬の役目です。
公益財団法人 日本補助犬協会 ホームページより抜粋

聴導犬とは　耳の不自由な人に音を運んでくれるパートナー

� 新潟県立新潟聾
ろう
学校　河

かわだ
田　典

のりこ
子

　平成25年８月24日に、新潟県聴覚障害者
情報センターにおいて研修をさせていただきま
した。
　最初に手話の茶の間に参加させていただき、
ろう者や難聴者、健聴者などさまざまな方と、
手話を通して楽しく交流することができました。
このようなイベントが、これからもより多くの
人に手話に親しんでもらえる機会になればいい
なと思います。
　その後、情報センターやふれ愛プラザについ
て説明をいただいたり、字幕制作の過程を教
わったりしました。補聴器の調子がおかしい、
見たい番組に字幕がなくて困った、などの聴覚
障害者の悩みに、スタッフの方が温かく応えて
くれる場所なのだと感じました。また、聴覚障
害者や盲ろう者に関する情報が集まっており、
交流や支援が始まるきっかけとなる場所でもあ
るのだと思います。
　情報センターのことを生徒に伝えていきたい
と思いますし、私もこれから積極的に利用して
いきたいと思います。お忙しい中、貴重な機会
をいただきありがとうございました。

� 新潟県立長岡聾
ろう
学校　楠

く す ば え
八重　隼

はやと
人

　平成25年8月24日に新潟県聴覚障害者情報センターで一日研修
を行いました。研修当日は、年に二回の「手話の茶の間」という
ことで大変貴重な企画に参加させていただきました。参加者の皆
さんと一緒に新しい手話を学習したり、ジェスチャーゲーム等を
通して交流を図りました。とても温かい雰囲気の中、新しい出会
いができて大変嬉しかったです。
　字幕制作についての話もお聞きしました。15分の番組一本に字
幕をつけるのに五日間以上かかるということ、大変だけれど聾学
校の子どもたちが借りてくれる姿を見ると感慨深いものがあると
いう話をお聞きして、字幕制作関係者に頭の下がる思いです。
　新潟ふれ愛プラザは落ち着いた雰囲気で、今後も利用したいと
いう気持ちになりました。聾学校の子どもたちに「新潟県には新
潟ふれ愛プラザがあるよ！」と伝えていきたいと思います。貴重
な時間と機会を与えてくださり、本当にありがとうございました。
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にいがた

社会参加推進センターだより

障害者に関するマーク

聴覚に関する障害は、外部からは分か
りにくいのです。そのために誤解をさ
れたり、不利益をこうむったり、危険
にさらされるなど、社会生活での不安
は数多くあります。「聞こえない」こ
とが相手に伝われば適切な配慮を受け
ることができます。耳マークはそのた
めの大切な目印なのです。�
全難聴では耳マークを社会一般に認知
してもらい、理解を求めていくよう啓
蒙をはかっています。
�（一般社団法人　全日本難聴者・中途失聴者
　　　　　　　　 団体連合会ホームページ）

街で見かける障害者に関するマーク
を紹介します。皆様の御理解と御協力
をお願いいたします。

耳マーク

第12回 新潟県障害者芸術文化祭
～ふくらむアート ふあっと にいがたフェスティバル～

新潟県障害者社会参加推進センター
新潟市江南区亀田向陽１-９-１(新潟ふれ愛プラザ内)　電話・FAX　025-383-3654

TEL・FAX 025-383-3654 http://suishin.n-fureaiplaza.com/ suishin@n-fureaiplaza.comURL MAIL

お問い合わせ（事務局）

障害者相談員研修会が開催されました
　相談活動に必要な知識や情報についての研修を行い、地域における相談
指導活動の充実を図ることを目的に、市町村が委託した身体障害者相談員
及び知的障害者相談員を対象とした研修会が、７月に新潟会場と長岡会場で
開催されました。
　研修では、まず始めに県障害福祉課から県の障害者福祉制度について説明
を受け、次に昨年の10月１日から施行された障害者虐

ぎゃくたい

待防止法について法律
の専門家である弁護士さんから講義を受けました。この法律の目的は障害者
虐待の防止を図ることですが、虐待の加害者にならないよう障害者の養護者
に対する支援等も大きな目的であると知りました。
　続いて三条市にある相談支援センターの相談支援専門員さんから同セン
ターの活動状況や、相談事例、相談を受ける上で心掛けていること等について説明を受けました。相談を受けるにあたっ
て気を付けていることは「傾

けいちょう
聴」とのことです。相手の話をおざなりに聞くのではなく、相手が何を感じ、何を考え、

何を言わんとしているのかを積極的に聴き、是非善悪の判断をせず相手の気持ち、欲求をそれとして受け入れ理解し
ようとすること。「傾聴」が障害のある方に限らず、どんな人にも有効であることを学びました。

～障害者相談員とは？～
　障害者相談員は、相談者と同じ視点で、相談を傾聴・共感・受容し解決への方法を共に考え相談に当たります。地域
における障害者の相談支援は、障害者が安心して自立した生活ができるとともに、障害者の社会参加の促進を図る上
で大変重要な活動です。
　障害のある方やその家族の方でお悩みのことがありましたら、お気軽に障害者相談員にご相談ください。
　相談員の氏名・連絡先は、最寄りの市町村障害福祉担当課へお問い合わせください。

　今年で 12回目を迎える新潟県障害者芸術文化祭は、県内に在住している
障害のある方の芸術文化活動の発表の場として開催されます。
　美術展では、絵画・書道・写真・工芸の作品が展示され、短歌・俳句・自由詩・
川柳の文芸作品を冊子にした文芸作品集が配布されます。
　また、ステージ発表では、歌唱・器楽演奏・踊りの音楽発表が行われます。
　皆さまのご来場をお待ちしております。

美 　術 　展　　期　日　11月 16日（土）～ 11月 23日（土）
　　　　　　　　時　間　10:00 ～ 17:00　※最終日は 12:00 まで

ステージ発表　　期　日　11月 24日（日）
　　　　　　　　時　間　13:15 ～ 16:00（予定）

表　 彰 　式　　期　日　11月 24日（日）
　　　　　　　　時　間　【美術 ･文芸部門】　12:30 ～ 13:10（予定）
　　　　　　　　　　　　【音楽発表部門】　　16:15 ～ 16:30（予定）
※会場はいずれも　新潟ふれ愛プラザ　体育館
新潟市江南区亀田向陽 1-9-1（JR 亀田駅東口から徒歩 5分）
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　「障害者社会参加推進協議会」は、障害者の自立生活と社会参加を推進する
新潟県障害者社会参加推進センターの業務に関する企画・立案を行なっています。
協議会の構成団体（20団体）の活動状況等を順次掲載します。

　新潟県美鈴会は昭和46年に設立され、上部団体である
日本喉

こうとう

頭摘
てきしゅつしゃ

出者団体連合会に加盟し、今日まで43年の
歩みをしてきています。この間、先輩各位の日夜たゆまぬ
努力により組織整備され、各地区に拠点としての発声
教室が次々と開設されて、現在、新潟教室を始めとして
長岡、上越、新発田、亀田の５ヶ所で食道発声やＥＬ
（人口喉頭器）での代用発声に励んでいます。当会は
また、県の委託事業として喉摘障害者の発声訓練事業及
び発声訓練士養成事業も行っている、准

じゅんこうてき

公的な団体でも
あります。
　喉頭摘出により、発声機能を喪失した者が一日も
早く、日常会話を取り戻して社会復帰や社会参加ができ
るよう喉頭摘出者同志による支援（ピュアサポート）
で、喉頭摘出者同志の発声練習（ピュアトレーニング）
をボランティア活動で行うという珍しい障害者団体で
す。全国を網羅した日本喉頭摘出者団体連合会（NPO
法人）は、全国７ブロックに区分して、58団体で構成し、
団体ごとに独立運営されています。今年４月からは、
日本喉頭摘出者団体連合会の統一認定制度の導入により
「喉頭発声訓練士」有資格者が全国55団体で636名が
誕生、県美鈴会でも10名が認定され、日常会話の習得
が出来るよう発声指導にあたっています。また、県内の
喉頭摘出拠点病院と密接に連携しながら、障害者のケア
サービスにあたっています。現在100名余が、各教室で
発声を取り戻すべく、懸命の努力を続けています。
　喉摘者及びご家族で、お困りの方は、是非ご連絡な
り、見学方相談にお出で下さい。

　今回は秋葉区での取り組みをご紹介したい。秋葉区
福祉計画策定委員会でかつて実施していたボランティア
養成講座の復活を訴えたところ補助金を受けられること
になった。以下は昨年までの３年間の実践報告である。
　精神障害者は、日々差別と偏見にさらされている。
そのため、目的を「啓発」におき、一般市民にこの病気
を知ってもらうことを主眼に置いて取り組んだ。また、
そのための実行委員会には関係者だけでなく商工会議
所、社協、民生委員、行政等の代表の方にもお願いし
て、広

こうはん
範な市民に参加してもらえる態勢を作った。

　名称は「地域づくりセミナー」、副題「ささえ愛とも
に暮らす」
　具体的な内容は
　・大学教授による講演会
　　　病気そのものを知ってもらう
　・映写会「ふるさとをください」
　　�　作業所建設の反対運動を元気に明るく乗り越えて
いくといった内容

　・体験型講習会　こころを開く聞き方を学ぶ
　・作業所等の見学
　　　地域活動支援センターいしずえ、ぶどう工房等々
　これらを実行委員会で討議を重ね、組合せ、年に３回
ずつ実施し、実行委員を中心にして広く一般市民に参加
を訴えた。
　支援施設への見学は少なかったが、講演会や映写会な
どでは毎回百数十名の方からの参加者があり大成功した
と考えている。しかし、差別や偏見がなくなったわけで
はなく今後も続けていきたいが、補助金を打ち切られた
のが痛い。形を変えて今後も続けていく予定である。

（NPO)秋葉区精神障害者家族会
あきはあすなろ会の取り組み

（NPO）新潟県精神障害者家族会連合会
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TEL＆FAX　025-268-4907

特定非営利活動法人�新潟県精神障害者家族会連合会
〒950-0994�新潟市中央区上所２丁目2-3新潟ユニゾンプラザハート館内

TEL・FAX　025-280-0118
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にいがた

社会参加推進センターだより

障害者に関するマーク

聴覚に関する障害は、外部からは分か
りにくいのです。そのために誤解をさ
れたり、不利益をこうむったり、危険
にさらされるなど、社会生活での不安
は数多くあります。「聞こえない」こ
とが相手に伝われば適切な配慮を受け
ることができます。耳マークはそのた
めの大切な目印なのです。�
全難聴では耳マークを社会一般に認知
してもらい、理解を求めていくよう啓
蒙をはかっています。
�（一般社団法人　全日本難聴者・中途失聴者
　　　　　　　　 団体連合会ホームページ）

街で見かける障害者に関するマーク
を紹介します。皆様の御理解と御協力
をお願いいたします。

耳マーク

第12回 新潟県障害者芸術文化祭
～ふくらむアート ふあっと にいがたフェスティバル～

新潟県障害者社会参加推進センター
新潟市江南区亀田向陽１-９-１(新潟ふれ愛プラザ内)　電話・FAX　025-383-3654

TEL・FAX 025-383-3654 http://suishin.n-fureaiplaza.com/ suishin@n-fureaiplaza.comURL MAIL

お問い合わせ（事務局）

障害者相談員研修会が開催されました
　相談活動に必要な知識や情報についての研修を行い、地域における相談
指導活動の充実を図ることを目的に、市町村が委託した身体障害者相談員
及び知的障害者相談員を対象とした研修会が、７月に新潟会場と長岡会場で
開催されました。
　研修では、まず始めに県障害福祉課から県の障害者福祉制度について説明
を受け、次に昨年の10月１日から施行された障害者虐

ぎゃくたい

待防止法について法律
の専門家である弁護士さんから講義を受けました。この法律の目的は障害者
虐待の防止を図ることですが、虐待の加害者にならないよう障害者の養護者
に対する支援等も大きな目的であると知りました。
　続いて三条市にある相談支援センターの相談支援専門員さんから同セン
ターの活動状況や、相談事例、相談を受ける上で心掛けていること等について説明を受けました。相談を受けるにあたっ
て気を付けていることは「傾

けいちょう
聴」とのことです。相手の話をおざなりに聞くのではなく、相手が何を感じ、何を考え、

何を言わんとしているのかを積極的に聴き、是非善悪の判断をせず相手の気持ち、欲求をそれとして受け入れ理解し
ようとすること。「傾聴」が障害のある方に限らず、どんな人にも有効であることを学びました。

～障害者相談員とは？～
　障害者相談員は、相談者と同じ視点で、相談を傾聴・共感・受容し解決への方法を共に考え相談に当たります。地域
における障害者の相談支援は、障害者が安心して自立した生活ができるとともに、障害者の社会参加の促進を図る上
で大変重要な活動です。
　障害のある方やその家族の方でお悩みのことがありましたら、お気軽に障害者相談員にご相談ください。
　相談員の氏名・連絡先は、最寄りの市町村障害福祉担当課へお問い合わせください。

　今年で 12回目を迎える新潟県障害者芸術文化祭は、県内に在住している
障害のある方の芸術文化活動の発表の場として開催されます。
　美術展では、絵画・書道・写真・工芸の作品が展示され、短歌・俳句・自由詩・
川柳の文芸作品を冊子にした文芸作品集が配布されます。
　また、ステージ発表では、歌唱・器楽演奏・踊りの音楽発表が行われます。
　皆さまのご来場をお待ちしております。

美 　術 　展　　期　日　11月 16日（土）～ 11月 23日（土）
　　　　　　　　時　間　10:00 ～ 17:00　※最終日は 12:00 まで

ステージ発表　　期　日　11月 24日（日）
　　　　　　　　時　間　13:15 ～ 16:00（予定）

表　 彰 　式　　期　日　11月 24日（日）
　　　　　　　　時　間　【美術 ･文芸部門】　12:30 ～ 13:10（予定）
　　　　　　　　　　　　【音楽発表部門】　　16:15 ～ 16:30（予定）
※会場はいずれも　新潟ふれ愛プラザ　体育館
新潟市江南区亀田向陽 1-9-1（JR 亀田駅東口から徒歩 5分）
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　「障害者社会参加推進協議会」は、障害者の自立生活と社会参加を推進する
新潟県障害者社会参加推進センターの業務に関する企画・立案を行なっています。
協議会の構成団体（20団体）の活動状況等を順次掲載します。

　新潟県美鈴会は昭和46年に設立され、上部団体である
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出者団体連合会に加盟し、今日まで43年の
歩みをしてきています。この間、先輩各位の日夜たゆまぬ
努力により組織整備され、各地区に拠点としての発声
教室が次々と開設されて、現在、新潟教室を始めとして
長岡、上越、新発田、亀田の５ヶ所で食道発声やＥＬ
（人口喉頭器）での代用発声に励んでいます。当会は
また、県の委託事業として喉摘障害者の発声訓練事業及
び発声訓練士養成事業も行っている、准
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　喉頭摘出により、発声機能を喪失した者が一日も
早く、日常会話を取り戻して社会復帰や社会参加ができ
るよう喉頭摘出者同志による支援（ピュアサポート）
で、喉頭摘出者同志の発声練習（ピュアトレーニング）
をボランティア活動で行うという珍しい障害者団体で
す。全国を網羅した日本喉頭摘出者団体連合会（NPO
法人）は、全国７ブロックに区分して、58団体で構成し、
団体ごとに独立運営されています。今年４月からは、
日本喉頭摘出者団体連合会の統一認定制度の導入により
「喉頭発声訓練士」有資格者が全国55団体で636名が
誕生、県美鈴会でも10名が認定され、日常会話の習得
が出来るよう発声指導にあたっています。また、県内の
喉頭摘出拠点病院と密接に連携しながら、障害者のケア
サービスにあたっています。現在100名余が、各教室で
発声を取り戻すべく、懸命の努力を続けています。
　喉摘者及びご家族で、お困りの方は、是非ご連絡な
り、見学方相談にお出で下さい。

　今回は秋葉区での取り組みをご紹介したい。秋葉区
福祉計画策定委員会でかつて実施していたボランティア
養成講座の復活を訴えたところ補助金を受けられること
になった。以下は昨年までの３年間の実践報告である。
　精神障害者は、日々差別と偏見にさらされている。
そのため、目的を「啓発」におき、一般市民にこの病気
を知ってもらうことを主眼に置いて取り組んだ。また、
そのための実行委員会には関係者だけでなく商工会議
所、社協、民生委員、行政等の代表の方にもお願いし
て、広

こうはん
範な市民に参加してもらえる態勢を作った。

　名称は「地域づくりセミナー」、副題「ささえ愛とも
に暮らす」
　具体的な内容は
　・大学教授による講演会
　　　病気そのものを知ってもらう
　・映写会「ふるさとをください」
　　�　作業所建設の反対運動を元気に明るく乗り越えて
いくといった内容

　・体験型講習会　こころを開く聞き方を学ぶ
　・作業所等の見学
　　　地域活動支援センターいしずえ、ぶどう工房等々
　これらを実行委員会で討議を重ね、組合せ、年に３回
ずつ実施し、実行委員を中心にして広く一般市民に参加
を訴えた。
　支援施設への見学は少なかったが、講演会や映写会な
どでは毎回百数十名の方からの参加者があり大成功した
と考えている。しかし、差別や偏見がなくなったわけで
はなく今後も続けていきたいが、補助金を打ち切られた
のが痛い。形を変えて今後も続けていく予定である。

（NPO)秋葉区精神障害者家族会
あきはあすなろ会の取り組み

（NPO）新潟県精神障害者家族会連合会
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県身連だより
TEL FAX025-381-1474 025-381-1478 http://kenshinren.n-fureaiplaza.com/ kenshinren@n-fureaiplaza.comURL MAIL

　7 年後のオリンピック、パラリンピックの開催地が東京に決まった 9月 8日（日）
新潟ふれ愛プラザにおいて、第 23 回ミュージックふれあい交流会が約 300 名の参
加を得て開催された。県身連の本田会長から「日頃の練習成果を遺憾なく発揮され、
熱い戦いを繰り広げていただきたい」と激励の挨拶があった後、県内各地の代表 27
名（組）は入賞を目指して競い合った。午後は、ゲスト歌手の猪

いのまた
俣ひとみさんによ

る歌謡ショーが行われ、声量豊かな歌声に大きな拍手が贈られた。
　表彰式では、各地区及び障害種別団体から選ばれた会員による審
査により優勝、準優勝、第 3 位、及び「感動・勇気・元気」を基に

選考する特別賞 3 名が決定され、
受賞者に表彰状が授与された。
優勝した水野さんは昨年に続く
快挙となった。
　当日の様子は新潟日報で報道
され、団体活動の一端を県民の
皆様に知っていただく良い機会に
なった。

阿賀野市身体障害者福祉協議会の活動
� 会長　�町

まち

田
だ

　擴
ひろむ

　阿賀野市の身障協会員は、平成16年の町村合併当時は
四町村合わせて百数十名でしたが、この10年間で高齢化が
進み死亡や施設入所等で退会し、新しい会員の入会がなく
半分以下に激減しています。何とか障害者に役に立つ・障害
者に魅力の持てる会にするために役員が知恵を出し合って
取り組んでいます。
　市身障協の活動は、
①�会員が参加して楽しかったと言われる活動として、日帰り
バス旅行を一回行っています。この企画については４地区
の複数の代表者による企画委員会で検討し進めています。
②障害者スポーツ交流会（社協と共催）
　�障害の種別や程度に関係なく誰でも参加出来るようにし、
参加賞も順位にこだわらず抽選で行い工夫しています。

③障害者交流会（社協と共催）
　�市内の障害を持つ人達が一同に会し、カラオケで歌った
り、粘土細工や活

いけばな

花などを思い思いに創作しています。
④�会員に役立つ取り組みとして、年間を通じて会員が抱え
ている問題の相談に乗り、議会に請願・陳情書を提出した
り、直接市の担当課長や市長に陳情し、いくつかの問題を
解決しています。

⑤�会員の拡大については苦労しています。市役所の障害者
係の窓口に加入申込書を置いていますが、まだ２・３人し

か申し込みがありません。　
⑥一番の悩みは財政問題です。
　町村合併前はそれなりの補助金で運営してきましたが、
合併１年後からは自立するようにと言うことで市からの補
助金はゼロになりました。市長と議会に陳情書を提出し、福
祉課長にも交渉しましたが行政改革推進委員会の「身障協
は自立するように」との答申によるものなのでとの答えでし
た。
　会員からの会費は年会費千円ですが、県身連に納める負
担金は集まった会費の倍以上ですので、自主財源を確保し
なければ会の運営は出来ません。そこで、まずはお茶の販売
に取り組みました。会員は率先して販売に取り組み、社会福
祉協議会の役職員・市役所の職員・市議会議員の皆さんの
理解と協力をいただき一定の量を販売しています。
　しかし、それだけでは足りないので県身連の本田会長さ
んの援助を受けながら、市の市長、総務課長に自動販売機
設置のお願いを致しました。幸い快く了解していただき市
役所のロビーに身体
障害者協議会の自動
販売機１台を設置し
ていただき、その収
益金を当て、最低限
の活動費を確保して
います。

この欄は、会員団体から地域での活動の様子をご紹介いただき、
会員相互の理解の向上と連帯感を育んでいくことを目的にしています。（公益自主事業）

ミュージックふれあい交流会　開催される

十日町市身体障害者団体連絡協議会の活動
� �会長　�小

お の づ か

野塚照
てるあき

秋
　十日町市身体障害者団体連絡協議会は、平成17年の市
町村合併に伴い、関係する５市町村の一般肢体障害者会・
視覚障害者福祉協会・聴覚障害者福祉協会・肢体不自由児
者父母の会・川西身体障害者互助会・中里身体障害者福祉
団体協議会・松代地域身体障がい者福祉会・松之山心身障
害者福祉会からなる身障８団体の連合体として組織され、
相互の連携と協力により、障害者福祉の向上及び社会参加
の促進を目的に、平成18年４月にスタートしました。
　連絡協議会の事業としては、８団体代表者による役員会、
総会のほか年1回、会員の親睦を図るため「会員交流の集
い」を地域持ち回りで開催。その他、県身連で開催される行

事や福祉大会など
の参加案内、取りま
とめを行っています。
　身障8団体は、そ
れぞれ研修会や会
員親睦会、更生訓練、
慰問事業、自販機の

設置、物品販売や
文集の発行など特
色を生かした事業
活動を行っていま
す。
　連絡協議会の会
員数は現在245名。
新規加入者が少な
く、年々減少しています。新規手帳交付者への連絡文書の中
に連絡協議会加入の案内を入れていますが、なかなか会員
の増強につながらないのが実態です。
　現在の障がい者施策は、多くの関係者の声により獲得、充
実してきたものと思いますが、過去の活動への認識が薄い
中でサービスを利用する方にとっては、当事者団体に対す
る理解をいただくことは、難しいのかもしれません。
　しかしながら障がい者施策には、まだまだ課題が多くあ
ると思います。当事者の声を伝える団体として、微力ではあ
りますが活動を続け、身体障がい者に限らず、誰もが住みや
すい社会を目指して、県身連会員の皆さんと共に取り組ん
で行きたいと考えております。

　　　　　　　受　　賞　　者　　� （敬称略）

　現行の有料道路における障害者割引制度は、その対象
を本人またはその親族等が所有する自家用車１台とされ
ています。この制度について、十日町市身体障害者団体
連絡協議会から「高速割引を車両登録でなく本人登録と
して欲しい。高速料金の割引については賛否両論あるか
もしれないが、実際に手帳を保有していても、自分で車
両を保有していない人にとっては無意味なものであり、
急に他人から乗せてもらわなければならない時に有用性
を発揮しないため」という内容の要望が当連合会に寄せ
られました。
　この件については、既に日本身体障害者団体連合会か
ら国に要望していますので、下記に記載します。
【要望】
　有料道路における障害者割引の要件については、車両
登録から障害者手帳の提示への見直しや、福祉団体等が
利用する車両への対象範囲の拡大を求めているところ
だが、利用者の利便性や利用実態や制度の実態に鑑

かんが

み、
有料道路事業者の理解と協力が得られるよう取り組んで
いただきたい。また、必要に応じて、障害者団体との
検討の場を設けていただきたい。

【回答】（国土交通省）
○�　有料道路における障害者割引制度は、通勤・通学・
通院等の日常生活において自家用車を利用している障
害者の方の社会的自立を支援するために、全国の有料
道路事業者が申合せの上で行っているものです。
○�　割引の対象となる自動車の範囲については、障害者
の方が自立した日常生活を営む上で、通常必要と考え
られる利用を対象とし、現時点では、障害者本人又は
その親族等が所有する自家用車１台を対象としている
ところです。
○�　有料道路における障害者割引制度については、障害
者の方の自立した日常生活を支援するという趣旨を踏
まえるとともに、他の有料道路の利用者の理解が得ら
れるよう配慮しつつ、検討を行っていく必要があると
考えております。
○�　そのため、国土交通省は有料道路事業者と検討会議
を開催し、割引の対象を１人につき１台としている現
状への対応について、協議を重ねているところです。
○�　引き続き、有料道路事業者に対し、制度の趣旨や利
用実態等を踏まえた検討を求めてまいります。

� 平成24年度日身連要望事項回答文書（平成25年５月）抜粋

車両登録から障害者手帳の提示へ

今後の行事予定

日　時　　10月27日（日）10:00～14:30
会　場　　新潟ふれ愛プラザ　体育館
日　程　　10:00～10:20　ミニコンサート「エレクトーン演奏」弥

や く ぼ

久保直
なおき

樹さん
　　　　　10:30～12:00　記念講演「東日本大震災と障害のある人」

講師　日本障害フォーラム（JDF）
　　　　　　　　　　　�����������������幹事会議長　藤

ふじい

井克
かつのり

徳　氏
　　　　　13:00～14:30　式典（会長表彰、大会宣言ほか）

要�望

第 46回新潟県身体障害者福祉大会
日　　時　 11月21日（木）
　　　　　 10:00～15:30
会　　場　 新潟ふれ愛プラザ��会議室・研修室
参加資格　 障害をお持ちの方、介助者等
内　　容　（1）囲碁・将棋大会
　　　　　（2）初心者囲碁・将棋コーナー

第３回プラザふれあい交流会（囲碁・将棋大会）

♪♪

動区 告報地
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　7 年後のオリンピック、パラリンピックの開催地が東京に決まった 9月 8日（日）
新潟ふれ愛プラザにおいて、第 23 回ミュージックふれあい交流会が約 300 名の参
加を得て開催された。県身連の本田会長から「日頃の練習成果を遺憾なく発揮され、
熱い戦いを繰り広げていただきたい」と激励の挨拶があった後、県内各地の代表 27
名（組）は入賞を目指して競い合った。午後は、ゲスト歌手の猪

いのまた
俣ひとみさんによ

る歌謡ショーが行われ、声量豊かな歌声に大きな拍手が贈られた。
　表彰式では、各地区及び障害種別団体から選ばれた会員による審
査により優勝、準優勝、第 3 位、及び「感動・勇気・元気」を基に

選考する特別賞 3 名が決定され、
受賞者に表彰状が授与された。
優勝した水野さんは昨年に続く
快挙となった。
　当日の様子は新潟日報で報道
され、団体活動の一端を県民の
皆様に知っていただく良い機会に
なった。

（公益自主事業）

ミュージックふれあい交流会　開催される

　　　　　　　受　　賞　　者　　� （敬称略）

　現行の有料道路における障害者割引制度は、その対象
を本人またはその親族等が所有する自家用車１台とされ
ています。この制度について、十日町市身体障害者団体
連絡協議会から「高速割引を車両登録でなく本人登録と
して欲しい。高速料金の割引については賛否両論あるか
もしれないが、実際に手帳を保有していても、自分で車
両を保有していない人にとっては無意味なものであり、
急に他人から乗せてもらわなければならない時に有用性
を発揮しないため」という内容の要望が当連合会に寄せ
られました。
　この件については、既に日本身体障害者団体連合会か
ら国に要望していますので、下記に記載します。

【要望】
　有料道路における障害者割引の要件については、車両
登録から障害者手帳の提示への見直しや、福祉団体等が
利用する車両への対象範囲の拡大を求めているところ
だが、利用者の利便性や利用実態や制度の実態に鑑

かんが

み、
有料道路事業者の理解と協力が得られるよう取り組んで
いただきたい。また、必要に応じて、障害者団体との
検討の場を設けていただきたい。

【回答】（国土交通省）
○�　有料道路における障害者割引制度は、通勤・通学・
通院等の日常生活において自家用車を利用している障
害者の方の社会的自立を支援するために、全国の有料
道路事業者が申合せの上で行っているものです。
○�　割引の対象となる自動車の範囲については、障害者
の方が自立した日常生活を営む上で、通常必要と考え
られる利用を対象とし、現時点では、障害者本人又は
その親族等が所有する自家用車１台を対象としている
ところです。
○�　有料道路における障害者割引制度については、障害
者の方の自立した日常生活を支援するという趣旨を踏
まえるとともに、他の有料道路の利用者の理解が得ら
れるよう配慮しつつ、検討を行っていく必要があると
考えております。
○�　そのため、国土交通省は有料道路事業者と検討会議
を開催し、割引の対象を１人につき１台としている現
状への対応について、協議を重ねているところです。
○�　引き続き、有料道路事業者に対し、制度の趣旨や利
用実態等を踏まえた検討を求めてまいります。

� 平成24年度日身連要望事項回答文書（平成25年５月）抜粋

車両登録から障害者手帳の提示へ

今後の行事予定

日　時　　10月27日（日）10:00～14:30
会　場　　新潟ふれ愛プラザ　体育館
日　程　　10:00～10:20　ミニコンサート「エレクトーン演奏」弥

や く ぼ

久保直
なおき

樹さん
　　　　　10:30～12:00　記念講演「東日本大震災と障害のある人」

講師　日本障害フォーラム（JDF）
　　　　　　　　　　　�����������������幹事会議長　藤

ふじい

井克
かつのり

徳　氏
　　　　　13:00～14:30　式典（会長表彰、大会宣言ほか）

要 望

第 46 回新潟県身体障害者福祉大会
日　　時　 11月21日（木）
　　　　　 10:00～15:30
会　　場　 新潟ふれ愛プラザ��会議室・研修室
参加資格　 障害をお持ちの方、介助者等
内　　容　（1）囲碁・将棋大会
　　　　　（2）初心者囲碁・将棋コーナー

第３回プラザふれあい交流会（囲碁・将棋大会）

♪♪
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kenshinren@n-fureaiplaza.com 阿賀野市身体障害者福祉協議会の活動
� 会長　�町

まち

田
だ

　擴
ひろむ

　阿賀野市の身障協会員は、平成16年の町村合併当時は
四町村合わせて百数十名でしたが、この10年間で高齢化が
進み死亡や施設入所等で退会し、新しい会員の入会がなく
半分以下に激減しています。何とか障害者に役に立つ・障害
者に魅力の持てる会にするために役員が知恵を出し合って
取り組んでいます。
　市身障協の活動は、
①�会員が参加して楽しかったと言われる活動として、日帰り
バス旅行を一回行っています。この企画については４地区
の複数の代表者による企画委員会で検討し進めています。
②障害者スポーツ交流会（社協と共催）
　�障害の種別や程度に関係なく誰でも参加出来るようにし、
参加賞も順位にこだわらず抽選で行い工夫しています。
③障害者交流会（社協と共催）
　�市内の障害を持つ人達が一同に会し、カラオケで歌った
り、粘土細工や活

いけばな

花などを思い思いに創作しています。
④�会員に役立つ取り組みとして、年間を通じて会員が抱え
ている問題の相談に乗り、議会に請願・陳情書を提出した
り、直接市の担当課長や市長に陳情し、いくつかの問題を
解決しています。
⑤�会員の拡大については苦労しています。市役所の障害者
係の窓口に加入申込書を置いていますが、まだ２・３人し

か申し込みがありません。　
⑥一番の悩みは財政問題です。
　町村合併前はそれなりの補助金で運営してきましたが、
合併１年後からは自立するようにと言うことで市からの補
助金はゼロになりました。市長と議会に陳情書を提出し、福
祉課長にも交渉しましたが行政改革推進委員会の「身障協
は自立するように」との答申によるものなのでとの答えでし
た。
　会員からの会費は年会費千円ですが、県身連に納める負
担金は集まった会費の倍以上ですので、自主財源を確保し
なければ会の運営は出来ません。そこで、まずはお茶の販売
に取り組みました。会員は率先して販売に取り組み、社会福
祉協議会の役職員・市役所の職員・市議会議員の皆さんの
理解と協力をいただき一定の量を販売しています。
　しかし、それだけでは足りないので県身連の本田会長さ
んの援助を受けながら、市の市長、総務課長に自動販売機
設置のお願いを致しました。幸い快く了解していただき市
役所のロビーに身体
障害者協議会の自動
販売機１台を設置し
ていただき、その収
益金を当て、最低限
の活動費を確保して
います。

この欄は、会員団体から地域での活動の様子をご紹介いただき、
会員相互の理解の向上と連帯感を育んでいくことを目的にしています。

十日町市身体障害者団体連絡協議会の活動
 �会長　�小

お の づ か

野塚照
てるあき

秋
　十日町市身体障害者団体連絡協議会は、平成17年の市
町村合併に伴い、関係する５市町村の一般肢体障害者会・
視覚障害者福祉協会・聴覚障害者福祉協会・肢体不自由児
者父母の会・川西身体障害者互助会・中里身体障害者福祉
団体協議会・松代地域身体障がい者福祉会・松之山心身障
害者福祉会からなる身障８団体の連合体として組織され、
相互の連携と協力により、障害者福祉の向上及び社会参加
の促進を目的に、平成18年４月にスタートしました。
　連絡協議会の事業としては、８団体代表者による役員会、
総会のほか年1回、会員の親睦を図るため「会員交流の集
い」を地域持ち回りで開催。その他、県身連で開催される行

事や福祉大会など
の参加案内、取りま
とめを行っています。
　身障8団体は、そ
れぞれ研修会や会
員親睦会、更生訓練、
慰問事業、自販機の

設置、物品販売や
文集の発行など特
色を生かした事業
活動を行っていま
す。
　連絡協議会の会
員数は現在245名。
新規加入者が少な
く、年々減少しています。新規手帳交付者への連絡文書の中
に連絡協議会加入の案内を入れていますが、なかなか会員
の増強につながらないのが実態です。
　現在の障がい者施策は、多くの関係者の声により獲得、充
実してきたものと思いますが、過去の活動への認識が薄い
中でサービスを利用する方にとっては、当事者団体に対す
る理解をいただくことは、難しいのかもしれません。
　しかしながら障がい者施策には、まだまだ課題が多くあ
ると思います。当事者の声を伝える団体として、微力ではあ
りますが活動を続け、身体障がい者に限らず、誰もが住みや
すい社会を目指して、県身連会員の皆さんと共に取り組ん
で行きたいと考えております。

動区 告報地
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新潟県障害者スポーツ協会だより

　県内各地の施設や学校、団体等と協力して、巡回スポーツ教室を実施して
います。
　現在、県内で重点的に普及活動を行っているボッチャを始め、フライング
ディスクやカローリングなど重度の障害のある方でもスポーツを楽しめるよ
うなプログラムとしています！

　毎年、国民体育大会の後に同じ開催地で行われる、全国障害者スポーツ大会
の予選会を兼ねた大会です。
　今年度は 5月に陸上競技、水泳、アーチェリー、卓球、フライングディスク、
ボウリングの 6競技を実施し、約 1,000 人の方が大会に参加されました。
秋には団体競技が 4種目行われます！

　支援者向けの研修会として、8月には（公財）日本障害者スポーツ協会公認障害者
スポーツ指導員養成研修会（初級）、9月にはボッチャ普及講習会を実施いたしました。
　講習会には大勢の支援者の参加があり、熱心に講義や実技を受講されていました。

ボッチャ普及講習会 障害者スポーツ指導員養成研修会（初級）

水泳競技 アーチェリー（リカーブ 50 ｍ・30 ｍラウンド）

けやき福祉園（カローリング） 南魚沼市身体障がい者福祉協会（ボッチャ）

巡回スポー
ツ教室

第 14回
新潟県障害

者

スポーツ大
会

指導者研修
会

発行：新潟県障害者スポーツ協会
〒950-0121�
新潟市江南区亀田向陽1-9-1
（新潟ふれ愛プラザ内）
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